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７
月
１０
日
各
局
で
人
事
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。
把
握
は
途
中
で
す
が
、
発
令
状
況
や

発
令
内
容
か
ら
見
た
問
題
点
を
あ
げ
ま
す
。

民
間
賃
借
者
の

転
居
付
き
配
転
に

内
々
示
を

民
間
賃
借
者
の
転
居
付
き

配
転
に
対
し
、
６
月
下
旬
に

転
居
を
伴
う
発
令
が
あ
る
旨

が
内
々
示
さ
れ
ま
し
た
。

給
与
の
減
額
措
置
導
入
時

に
、
「
せ
め
て
転
居
費
用
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
た
い
」
と

の
配
慮
し
た
局
も
あ
り
、
職

員
か
ら
も
退
去
に
伴
う
費
用

負
担
の
軽
減
が
で
き
る
と
好

評
で
す
。

半
面
、
い
ま
だ
に
一
部
の

国
税
局
で
は
原
則
通
り
、
７

月
３
日
ま
で
転
居
を
伴
う
配

転
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

あ
る
局
で
は
６
月
に
ア
パ

ー
ト
を
更
新
し
た
ば
か
り
な

の
に
、
希
望
外
で
他
県
に
配

転
さ
せ
ら
れ
た
職
員
が
い
ま

す
。
希
望
が
か
な
わ
な
い
う

え
、
金
銭
負
担
を
さ
せ
ら
れ

二
重
の
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。

全
国
税
は
内
示
期
間
の
前

倒
し
を
要
求
し
て
い
ま
す

が
、
せ
め
て
更
新
料
や
１
ヶ

月
分
の
家
賃
負
担
が
軽
減
で

き
る
よ
う
内
々
示
の
全
国
化

を
要
求
し
ま
す
。

減
ら
さ
れ
続
け
る

管
理
運
営
職
員

提
出
票
の
導
入
も
あ
り
本

来
増
や
す
べ
き
管
理
運
営
部

門
の
職
員
で
す
が
、
７０
人
近

く
減
ら
さ
れ
た
局
や
、
各
署

１
名
減
の
局
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
局
の
署
で
は
新
人
を

除
く
１６
名
中
９
名
が
異
動
し

た
た
め
、
事
務
の
引
継
ぎ
も

ま
ま
な
ら
ず
、
職
員
か
ら
は

崩
壊
の
危
機
と
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。

臨
時
的
任
用
者
が

正
規
採
用

名
古
屋
局
の
７
月
１０
日
付

け
の
人
事
発
令
で
は
、
臨
時

的
任
用
で
採
用
さ
れ
て
い
た

３
名
が
正
規
職
員
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
の
２
名
は
４３
期
と

４５
期
の
女
性
で
、
一
度
退
職

さ
れ
た
後
、
臨
時
的
任
用
と

し
て
働
い
て
い
た
方
々
で

す
。

【
仙
台
局
】
全
体
の
６
級
ポ

ス
ト
発
令
数
は
６４
名
。
う
ち

５６
歳
該
当
期
以
上
は
２
名

（
３１
％
）
４６
歳
該
当
期
以
下

は
３２
名
（
５０
％
）
国
税
局
か

ら
の
発
令
数
は
２０
名
（
３１
・

１
％
）

【
東
京
局
】
６
級
ポ
ス
ト
発

令
数
は
２
０
４
名
、
内
女
性

は
４５
人
。
国
税
局
か
ら
の
発

令
６６
名
。
第
一
選
抜
は
、
普

５５
期
３
名
と
専
３０
期
１
名
に

発
令
さ
れ
た
。

【
関
信
局
】
６
級
ポ
ス
ト
発

令
数
は
１
２
６
名
で
、
第
一

選
抜
は
、
普
５５
期
１１
名
と
専

３１
期
１
名
に
発
令
さ
れ
た

【
金
沢
局
】
６
級
ポ
ス
ト
発

令
数
は
２０
名
で
、
一
般
上
席

か
ら
は
５
名
。第
一
選
抜
は
、

普
５４
期
２
名
と
専
２９
期
１
名

に
発
令
さ
れ
た
。

【
名
古
屋
局
】
６
級
ポ
ス
ト

発
令
数
は
１
２
９
名
で
、
第

一
選
抜
は
、
普
５５
期
６
名
と

専
３０
期
６
名
に
発
令
さ
れ
た

【
高
松
局
】
６
級
ポ
ス
ト
発

令
数
は
３３
名
で
、
普
４２
〜
５５

期
、
専
１８
〜
３０
期
に
発
令
さ

れ
た
。

第
一
選
抜
は
、
普
５５
期
４

名
と
専
３０
期
２
名
に
発
令
さ

れ
、
上
席
か
ら
の
６
級
ポ
ス

ト
発
令
は
、
８
名
と
昨
年
と

同
数
と
な
っ
た
。

女
性
登
用
は
、
指
定
官
職

２
名
（
前
年
▲
１
）
署
総
務

課
長
２
名
、
６
級
ポ
ス
ト
５

名
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
た
。

全
国
税
は
６
月
８
日
、
賃
金
改
善
等
を
求
め
て
人
事
院
と
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
に
は
、
稗
田
委
員
長
は
じ
め
、
関
信
、
東
京
、
東
海
の

各
地
連
か
ら
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
人
事
院
か
ら
は
、
職

員
福
祉
・
給
与
局
、
前
薗
参
事
官
が
対
応
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
退
職
手
当
引
き
下

げ
の
見
解
表
明
に
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
に
よ
っ
て

物
価
水
準
に
も
満
た
な
い
実

質
賃
金
を
打
開
す
る
た
め

に
、月
額
２
０
０
０
０
円（
４

・
０
％
）
以
上
の
賃
上
げ
等

を
求
め
た
「
賃
金
改
善
な
ど

に
関
す
る
要
求
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

以
下
は
主
な
や
り
取
り
で
す

全
国
税

中
高
年
層
が
増
え

て
い
る
が
、
ポ
ス
ト
が
少
な

く
上
席
の
ま
ま
退
職
す
る
人

が
増
え
て
い
る
。
採
用
さ
れ

た
時
代
が
悪
い
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
。
給
与
だ
け
で
も
あ

が
る
「
上
席
６
級
格
付
」
は

是
非
実
現
し
て
ほ
し
い
。

人
事
院

６
級
の
人
数
だ
け

増
や
す
の
は
無
理
が
あ
る
。

ポ
ス
ト
を
増
や
す
工
夫
は
し

て
い
る
。
２０
年
前
と
の
比
較

で
は
上
位
級
に
上
が
っ
た
人

数
は
増
え
て
い
る
。

全
国
税

昔
は
３０
年
勤
め
て

い
れ
ば
ポ
ス
ト
に
つ
け
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
働
く
意
欲
が

出
な
い
。

全
国
税

再
任
用
職
員
の
給

与
引
き
上
げ
、
処
遇
改
善
を

は
か
る
こ
と
。
再
任
用
職
員

の
住
居
手
当
支
給
は
切
実
な

要
求
だ
、
短
時
間
勤
務
を
選

択
す
る
と
宿
舎
を
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

人
事
院

宿
舎
費
は
段
階
的

に
引
き
上
げ
た
。
人
事
院
は

意
見
の
申
出
で
定
年
の
引
き

上
げ
を
報
告
し
て
お
り
、
再

任
用
の
長
期
化
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
。

全
国
税

非
常
勤
職
員
の
処

遇
を
改
善
す
る
た
め
、
無
給

と
な
っ
て
い
る
休
暇
の
有
給

化
や
、
夏
季
休
暇
、
結
婚
休

暇
の
制
度
化
も
図
る
こ
と
。

ま
た
、
公
募
制
度
は
撤
廃
す

る
こ
と
。

人
事
院

労
働
条
件
に
つ
い

て
は
内
閣
府
人
事
局
が
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
申
し
合

わ
せ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が

動
向
に
注
視
し
た
い
。

７
月
発
令
で
は
６
級
ポ
ス
ト
に
前
年
と
同
数
の
左
記
の
４
名
の
発
令
が

あ
り
ま
し
た
が
、
１０
年
前
か
ら
２０
名
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
こ
こ
４

年
は
毎
年
４
名
の
発
令
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
該
当
者
が
多
数
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
発
令
数
が
少
な
く
、
根
本
的
な
差
別
解
消
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
差
別
解
消
の
闘
い
を
継
続
し
ま
す
。

宮
城
副
代
表

委
員
に
６
級

ポ
ス
ト
発
令

全
国
税
は
沖
縄
国
公
労
全

税
支
部
と
協
議
会
を
継
続

し
、
年
間
二
回
の
長
官
交
渉

で
、
全
国
税
組
合
員
と
全
税

支
部
組
組
合
員
の
組
合
差
別

解
消
を
要
求
し
て
き
ま
し

た
。協

議
会
の
副
代
表
委
員
で

あ
る
宮
城
さ
ん
に
、
６
級
ポ

ス
ト
発
令
（
北
那
覇
署
特
別

国
税
徴
収
官
）
が
あ
り
、
全

税
支
部
か
ら
は
、
「
全
国
税

の
協
力
の
も
と
取
り
組
ん
で

き
た
、
宮
城
信
昭
支
部
委
員

長
の
６
級
ポ
ス
ト
要
求
が
実

現
し
ま
し
た
」
と
、
喜
び
の

メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

行
政
部
門
は

内
閣
の
恣
意
に

よ
ら
ず
法
律
に

従
っ
て
公
正
中

立
が
当
然
だ
。

モ
リ
・
カ
ケ
問

題
で
は
行
政
が
歪
め
ら
れ
た

と
の
疑
惑
が
あ
り
、
国
家
公

務
員
と
行
政
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
る
。
▼
人
事
院
勧

告
を
無
視
し
た
給
与
減
額
措

置
は
行
政
私
物
化
の
は
し
り

で
あ
り
、
賃
下
げ
訴
訟
の
審

理
で
政
治
家
か
ら
の
賃
下
げ

圧
力
が
認
め
ら
れ
た
▼
給
与

減
額
措
置
を
手
始
め
に
、
マ

ス
コ
ミ
に
よ
る
公
務
員
パ
ッ

シ
ン
グ
、公
務
員
制
度
改
革
、

仕
上
げ
が
内
閣
人
事
局
の
創

設
で
、
行
政
へ
の
圧
力
が
高

ま
り
、
忖
度
で
き
る
幹
部
が

重
宝
さ
れ
る
。
▼
モ
リ
の
国

会
審
議
で
適
正
・
書
類
な
し

を
連
発
し
た
者
が
国
税
庁
長

官
に
な
る
人
事
も
そ
の
流
れ

で
あ
り
、
こ
れ
が
よ
く
職
責

を
果
た
し
た
結
果
か
▼
職
員

や
納
税
者
へ
の
説
明
よ
り
忖

度
が
好
き
な
人
で
は
先
が
暗

い
。

全国税組合員に対する６級発令数の推移
１７

４

１６

４

１５

４

１４

４

１３

８

１２

１１

１１

１２

１０

１０

０９

２３

０８

２４

年

ポスト発令

全国税組合員６級ポスト発令状況
地連 期別 ポスト
東京 普４１期 法人特官
東海 専１２期 個人特官
東海 普３８期 法人特官
近畿 普３７期 管運統括官

組合差別温存組合差別温存

ワークライフバランスを重視
した配転政策にあらためよ！
ワークライフバランスを重視
した配転政策にあらためよ！

人事院に要求書を提出する稗田中央執行委員長

全
国
の
６
級
ポ
ス
ト
発
令
状
況（
全
国
税
調
べ
、不
明
分
あ
り
）

局
員
優
先
、若
手
抜
擢
、高
齢
者
切
り
捨
て
人
事
改
ま
ら
ず

七
月
発
令

人
事
院
に
処
遇
改
善
を
要
求
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１０
時
５０
分
か
ら
内
閣
人
事

局
前
で
、公
務
労
組
連
絡
会
・

公
務
部
会
が
主
催
し
た
「
退

職
手
当
引
き
下
げ
反
対
・
定

年
延
長
実
現
、
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
・
内
閣
人
事
局

要
求
行
動
」
に
は
、
宮
城
国

公
の
一
員
と
し
て
上
京
し

た
、
桂
山
東
北
地
連
委
員
長

も
参
加
し
ま
し
た
。

（
下
の
写
真
）

公
務
部
会
の
秋
山
事
務
局

次
長
は
、
「
４
月
１９
日
、
公

務
が
民
間
を
７８
・
１
万
円
上

回
っ
て
い
る
と
い
う
人
事
院

調
査
結
果
と
見
解
を
う
け

て
、
い
ま
政
府
は
退
職
手
当

の
見
直
し
を
す
す
め
て
い

る
。
ま
た
、
定
年
延
長
を
は

じ
め
雇
用
と
年
金
の
接
続
、

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
、

過
労
死
を
な
く
し
長
時
間
労

働
の
法
的
規
制
な
ど
課
題
は

山
積
し
て
お
り
、
運
動
強
化

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
夏

季
闘
争
で
私
た
ち
の
要
求
実

現
の
た
め
に
奮
闘
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
参
加
者
は
、
厚
労

省
・
人
事
院
要
請
行
動
、「
７
・

２１
中
央
総
決
起
集
会
」
に
参

加
、
銀
座
に
向
か
っ
て
パ
レ

ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
２５
日
（
日
）
、
宮
城

県
内
最
後
、
福
島
県
へ
の
引

継
ぎ
の
角
田
市
か
ら
福
島
県

新
地
町
ま
で
の
区
間
の
国
民

平
和
大
行
進
に
、
宮
城
県
支

部
か
ら
５
名（
内
Ｏ
Ｂ
２
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇

天
で
、
気
象
予
報
で
は
午
後

か
ら
比
較
的
高
め
の
降
水
確

率
で
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
ま
し

た
が
、
幸
い
に
も
、
新
地
町

で
の
引
継
ぎ
集
会
ま
で
雨
に

は
た
た
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。今

年
の
参
加
者
数
は
、
角

田
市
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
時
点

で
は
２０
人
弱
（
内
宮
城
県
国

公
が
過
半
数
を
占
め
ま
し

た
）
で
し
た
が
、
丸
森
町
内

コ
ー
ス
で
５
〜
６
人
加
わ

り
、
最
後
の
新
地
町
集
会
で

は
福
島
県
か
ら
の
参
加
者
を

合
せ
て
、
４０
人
近
く
に
な
り

ま
し
た
。
宮
城
県
内
の
通
し

行
進
者
が
２
名
い
た
他
、
新

地
町
か
ら
は
「
被
災
地
を
行

進
し
て
励
ま
し
た
い
」
と
大

阪
か
ら
の
参
加
者
２
名
が
行

進
に
加
わ
り
ま
し
た
。

７
月
２２
日
、
蕨
市
内
で
の

平
和
行
進
に
埼
玉
県
国
公
の

仲
間
と
共
に
参
加
し
ま
し

た
。出

発
前
の
集
会
で
は
、
蕨

市
長
が
参
加
者
に
向
け
「
核

兵
器
禁
止
の
条
約
が
採
択
さ

れ
た
。
唯
一
の
被
爆
国
日
本

が
参
加
し
な
か
っ
た
の
は
残

念
。
核
兵
器
廃
絶
の
一
歩
を

こ
の
行
進
で
示
す
こ
と
が
で

き
る
」
と
激
励
の
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

炎
天
下
に
負
け
ず
、
１
０

０
名
を
超
え
る
参
加
者
で
１

時
間
弱
の
コ
ー
ス
を
行
進
し

ま
し
た
。（
埼
玉
県
支
部
発
）

第７５回定期大会告示
全国税労働組合「第７５回定期大会」を次のとおり開
催しますので、規約２３条により告示します。

記

【日時】２０１７年８月１９日（土）～２０日（日）
【会場】国公労連５階会議室

東京都港区西新橋１－１７－１４
西新橋エクセルアネックス

【主な議題】
① ２０１６年度一般経過報告など
② ２０１６年度決算報告
③ ２０１７年度運動方針（案）
④ ２０１７年度財政方針（案）
⑤ ２０１７年度税研運動方針（案）
⑥ 役員の選出、規約改正
⑦ その他

全国税労働組合中央執行委員長 稗田 慶三

７
月
３
日
（
写
真
右
）
と
４

日
（
写
真
左
）
に
、
大
阪
府

下
を
歩
き
ま
し
た
。

時
代
の
要
請

【
北
陸
地
連
】

（
機
関
紙
コ
ラ
ム
）

今
年
の
５
月
に
迫
田
長

官
（
当
時
）
が
人
事
院
に

要
望
し
た
内
容
が
国
税
広

報
に
の
っ
て
い
た
。
「
綱

紀
の
厳
正
な
保
持
や
全
国

均
一
的
な
税
務
行
政
水
準

確
保
の
観
点
か
ら
、
職
員

が
同
一
官
署
に
長
期
間
在

勤
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

頻
繁
に
移
動
を
行
っ
て
い

る
」
。

し
か
し
、
我
々
の
仕
事

は
、
法
律
に
基
づ
き
厳
格

に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
職

員
が
た
と
え
、
同
一
官
署

に
長
期
間
在
籍
し
た
と
し

て
も
、
行
政
水
準
に
ば
ら

つ
き
が
生
じ
る
と
は
思
え

な
い
。
む
し
ろ
、
最
近
は

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

が
叫
ば
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
時
代
の
要
請
に
応
え

る
ほ
う
が
重
要
だ
。
職
員

の
生
活
圏
優
先
の
配
転

に
、
転
換
す
べ
き
だ
。

そ
れ
が
時
代
の
要
請

だ
。赴

任
期
間
の
保
障
を

【
東
京
地
連
】

（
７
月
５
日
機
関
紙
）

机
上
の
パ
ソ
コ
ン
を
た

ち
あ
げ
る
と
目
立
つ
色
文

字
で
、
人
事
異
動
の
留
意

事
項
が
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
。
い
わ
く
、
赴
任
期

間
中
は
仕
事
の
引
継
ぎ
、

転
居
の
準
備
、
あ
い
さ
つ

回
り
等
以
外
は
ダ
メ
と
。

異
動
後
の
事
務
の
早
期
立

ち
上
が
り
を
強
調
さ
れ

て
、
す
ぐ
に
着
任
し
な
け

れ
ば
、
あ
る
い
は
さ
せ
な

け
れ
ば
と
、
妙
な「
忖
度
」

は
な
い
か
。

昨
年
な
ど
は
、
転
居
を

伴
う
異
動
な
の
に
、
ろ
く

に
新
生
活
の
準
備
も
で
き

な
い
う
ち
無
理
や
り
着
任

さ
せ
ら
れ
た
例
も
あ
る
よ

う
に
き
く
。

東
京
地
連
が
局
総
務
課

に
何
回
か
確
認
し
て
い
る

が
、
赴
任
期
間
の
趣
旨
は

ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
だ
。
だ
と
す
れ

ば
、
や
は
り
近
年
の
状
況

は
事
務
の
早
期
立
ち
上
が

り
を
「
忖
度
」
し
て
、
と

る
べ
き
も
の
も
と
れ
な
い

で
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

「
忖
度
」
し
す
ぎ
た
の

か
、
署
に
よ
っ
て
は
部
門

の
全
体
研
修
が
７
月
１２
日

と
か
１３
日
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
転
居
を

伴
う
異
動
の
職
員
は
参
加

で
き
る
保
障
は
な
い
。
全

体
研
修
の
意
義
は
？

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
退職手当引き下げ反対・定年延長
実現・公務員賃金改善・非常勤職員の
処遇改善を求め、全国から約３００人参加

７／７国連会議で核兵器禁止条約採択７／７国連会議で核兵器禁止条約採択

近
畿
地
連
の

仲
間
た
ち

原水爆禁止２０１７年世界大会に向け平和行進も終盤
―全国税組合員も各地の平和行進に参加中―

宮城県支部の参加者を含め集合写真

左
側
が
吹
田
分
会
の

垂
井
さ
ん

右
側
が
城
東
分
会
の

上
田
さ
ん


